
別紙様式 

令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果及び指導の工夫について 

 大竹市立大竹学校  

１．全国学力・学習状況調査の結果     

教科 
平均正答率（％） 

本校 広島県 全国 

国語 70 70 69.8 

算数・数学 47 49 51.0 

英語 39 43 45.6 

２．重点課題 
教科 重点課題 

国語 

○問いに対して，自分の考えを書く問題 

○古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容を捉える問題 

 

算数・数学 

○基礎的な知識（自然数の意味の理解・累計度数の意味の理解）を問う問題 

○与えられた表やグラフから必要な情報を適切に読み取る問題 

○ある事柄が成り立つか証明する問題 

英語 

○情報を正確に聞き取る問題 

○英文を読んで，文と文との関係（文脈）や概要を捉える問題 

○自分の考えや理由について英文を書く問題 

 
３．重点課題改善のための授業改善の取組 

重点課題 【教科】 指導方法等の授業改善内容 

【国語】 

問いに対して，自分の

考えを書く問題 

【国語】 ・必要な情報を選択するだけでなく，選んだ情報に対して自分はどう思ったのか，

どう考えたのかまで具体的に書かせるよう指導する。 

・日々の授業の中で，自分の意見を発表するときは必ず理由と根拠を発表させる。 

【国語】 

古典の原文と現代語

の文章とを対応させ

て内容を捉える問題 

【国語】 ・まずは声に出して何度も繰り返し読み，古典のリズムや特徴を掴ませる取組をす

る。 

・原文と現代語が結びつくように,単語や内容をしっかり時間をかけて説明する。 

・どういう意味なのか，どういうことが言いたいのか考えを深めさせて原文と現代

文をリンクさせる。 

【数学】 

基礎的な知識（自然数

の意味の理解・累計度

数の意味の理解）を問

う問題 

【数学】 
 

・数学の基本用語の復習を定期的に行う。 

・自分の考えを述べるときに，適切な数学の用語を使っていくように指導していく。 

・知識を問う問題を定期的に小テストしていく。 

・他学年での既習事項を，同じ分野の学習中に復習する。 

【数学】 

与えられた表やグラ

フから必要な情報を

適切に読み取る問題 

【数学】 
 

・問題の中で，式・表・グラフがどのように対応しているかを確認する授業を展開

する。 

・それぞれの関数の変化の仕方について，式・表・グラフでどのような規則的な変

化をしていくのかを考えさえる。 

【数学】 

ある事象が成り立つ

か証明する問題 

【数学】 
 

・自分の考えを数学の用語を使って述べることを，授業中の活動に仕組む。 

・証明が苦手な生徒には，穴埋めや並び替え等の練習を取り入れながら，段階的に

証明問題に取り組ませる。 

・書き方が分からない生徒には，話型等を用いて，証明の流れを理解させる。 

【英語】 

情報を正確に聞き取

る問題 

【英語】 「聞くこと」の活動における取組 

①イラストを提示し，内容を想像させる。 

②問いの意味を把握させ，何について聞き取ればよいのかを確認させた上で，メモ

をとらせたり，キーワードを書きとらせたりする。 

③リスニング原稿を提示し，聞きながら英文を文字で確認させる。 

④シャドーイングで聞いた英文をすぐに言わせる。 

なお，意味や用法がわからない語句や英文については，その都度解説し，確認させ

る。 
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【英語】 

英文を読んで，文と文

との関係（文脈）や概

要を捉える問題 

【英語】 「読むこと」の活動における取組 

①イラストを提示し，内容を想像させる。 

②問いの意味を把握し，何について読み取ればよいのかを確認させた上で，段落ご

とに読ませる。その際，代名詞や接続詞等，語と語のつながりや文と文とのつな

がりにも気を付けて読ませる。そして，読みながら，キーワードと思われる語句

にアンダーラインを引かせる。 

なお，意味や用法がわからない語句や英文については，その都度解説し，確認させ

る。 

【英語】 

自分の考えや理由に

ついて英文を書く問

題 

【英語】 ○「書くこと」の活動における取組 

・新出文法を学習した後，自分や身近なことについて英文を書かせる。 

・あるテーマにそって，まとまりのある英文を書かせる。その際，必要な表現を提

示する。 

○「話すこと」から「書くこと」の活動における取組 

ペアで会話した後，把握した情報についての英文を書かせる。 

※共通の間違えについては，全体で説明し，共有する。 
 

 


